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研究成果の概要（和文）：植物も動物と同じように、たった一つの受精卵から複雑な形が作られる。しかし、ど
のような順序で、また、どんな仕組みで形が作られていくのか、これまでほとんど分かっていなかった。そんな
なか、私は研究に適した植物であるシロイヌナズナを使って、受精卵の内部がどのように偏っていくのかをリア
ルタイムで観察することに成功した（Kimata et. al., 2016）。また、父親と母親の因子が協力することで、子
供である受精卵が適切な形へと成長していくことも発見した（Ueda et. al., 2017）。

研究成果の概要（英文）：In many plants, the asymmetric division of the zygote sets up the 
apical-basal axis of the embryo. We have established the live-imaging method to visualize how the 
zygote polarizes after fertilization, and provided insights into the intracellular dynamics of 
zygote polarization in flowering plants (Kimata et al, 2016). In addition, we have revealed a 
framework of how maternal and paternal factors are integrated in the zygote to regulate embryo 
patterning (Ueda et al, 2017).
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１．研究開始当初の背景 
	 多細胞生物は複雑な構造をもつが、それら
は全て受精卵という単一細胞に由来する。植
物の卵細胞と受精卵では一般的に、核が頂端
側に、液胞が基部側に偏るといった、頂端－
基部軸に沿った細胞内極性が観察される。受
精卵は不等分裂し、小さな頂端細胞と大きな
基部細胞を生じる。頂端細胞からは植物体の
地上部が、基部細胞からは地下部が形成され
るので、受精卵の細胞極性は成体の頂端－基
部軸と一致する。この顕著な形態的特徴は多
くの植物に保存されており、特に、頂端－基
部軸を生み出す受精卵の不等分裂はほとん
どの多細胞植物に共通する。しかしこの重要
性にもかかわらず、体軸形成のしくみは未だ
ほとんど分かっていない。そんななか、私は
モデル植物であるシロイヌナズナを用いた
研究から、受精卵で働く特定の転写因子が受
精卵の極性化と体軸形成を制御することを
見出した。そこで、これを端緒とすることで、
植物の発生初期に体軸が形成されるしくみ
について研究することを思い立った。 
 
２．研究の目的 
	 受精卵で働く転写因子が体軸形成を担う
動態と、その詳細な仕組みを解明することを
目的とした。そこで、受精卵が極性化する動
態をリアルタイムで捉えることを試みた。さ
まざまな転写因子がどのように関係し合っ
て働くかを特定するため、転写因子同士の相
互作用などを遺伝学的・生化学的に検証する
ことも目的とした。 
 
３．研究の方法 
	 これまでに確立した in vitro 胚珠培養法
を改良し、より高精細・高解像度で受精卵の
内部動態をライブイメージングする手法を
確立した。加えて、受精卵の極性や胚のパタ
ーン形成を担うさまざまな転写因子を同定
し、その多重変異体の表現型解析や、生化学
的な解析（タンパク質間相互作用の判定やリ
ン酸化の有無など）により、それぞれの関係
性を明らかにした。 
	
４．研究成果	
	 シロイヌナズナの in	vitro 胚珠培養系と、
組織深部の高精細な観察を可能とする二光
子顕微鏡システムを組み合わせることで行
った受精卵の内部動態の精緻なライブイメ
ージングの成果をまとめ、論文として公表し
た（Kimata	et.	al.,	2016）、さらに、精細
胞と卵細胞のそれぞれから受精卵に持ち込
まれる SSP と HDG11/12 が、WRKY2 転写因子を
介在することで協力し、受精卵で WOX8 遺伝
子の発現を誘導することで、受精卵の極性化
と胚のパターン形成を制御するメカニズム
も明らかにした（Ueda	et.	al.,	2017）。	
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